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「阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会上流支局」令和５年度事業の一環と

して実施している「令和５年度阿武隈川上流児童図画コンクール」に多数の応

募を頂き感謝申し上げます。

このコンクールは、次世代を担う小学生の皆さんに「川をきれいにする」意識を

育んでいただくと共に、その作品を広く周知することにより、地域住民のみなさ

まの河川愛護意識の高揚及び、阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会の活動につ

いてもご理解いただくことを目的として、平成２年度より開催し、今年で３４回

目となります。

今年も、この趣旨に則り、福島県内の阿武隈川流域２６市町村の小学生を対象

に募集したところ、コロナ禍前の応募数よりも多くなり、１１市町村の２８校か

ら図画部門１６４点、ポスター部門１２６点、合わせて２９０点の応募を頂きま

した。

どの作品も、川で遊んだ楽しい思い出、川をきれいにしたいという願い、川に

対する親しみがあふれており、川の大切さ、親しみが伝わるすばらしいものです。

これらの作品について審査を行い、特に優秀な３４作品（図画部門１７作品、

ポスター部門１７作品）を入賞作品として選定しました。

入賞作品は、作品集、ポスターとして広報に活用するとともに、阿武隈川流域

市町村にて巡回展示を行いますので、お近くの会場に足を運んでいただき、ご覧

になっていただければと思います。

おわりに、応募された小学生のみなさんやご担当の先生方、ご協力いただいた

審査員、関係機関のみなさまに厚く御礼申し上げます。
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０２

福島市 五十嵐 惇



０３

白河市 山田 果凜



０４ 須賀川市 田中 椋

須賀川市 成内 耀祐



０５

田村市 柳沼 心結

田村市 郡司 怜聖



０６ 二本松市 野地 吾郷

矢吹町 味原 蒼



０７

郡山市 坂本 陽

本宮市 佐藤 翔吉



０８ 伊達市 引地 澄磨

福島市 菅谷 梨々子



０９

田村市 佐久間 陽菜

白河市 冨塚 聖那



１０

郡山市 会田 留唯

福島市 荒 大和



１１

白河市 菊池 衣里那

福島市 本田 莉乃佳



１２

須賀川市 小野 桜子

白河市 野木 直音



１３

田村市 橋本 凰

須賀川市 伊東 叶向



１４

田村市 郡司 晴矢

鏡石町 圓谷 眞優



１５

福島市 酒井 ひなた

福島市 金子 ほたる



１６
白河市 村田 楓牙

郡山市 猪股 由貴



１７

須賀川市 佐藤 颯塁

須賀川市 鈴木 景藏



１８

二本松市 熊田 あかり

田村市 鈴木 颯太



１９
矢吹町 大寺 湊人

伊達市 宍⼾ 璃里愛



審査講評

２０

古くから人々の生活や地域の産業に多くの恵み

をもたらして来た阿武隈川。

この豊かな自然環境は、いやしの場、スポー

ツ・レクリエーションの場などとしても親しまれ、

私たちの生活でなくてはならないものです。川の

水を汚すということは、地球上に生きる生命その

ものを汚すことになります。私たちは美しい川を

守り続けなければなりません。

さて、今年も、阿武隈川流域の多くの小学校か

ら、図画とポスターを合わせて２９０点の応募が

ありました。皆さんの頑張りや一生懸命さが感じ

られる素晴らしいものばかりでした。

図画では、美しい川やダムの風景、実際に川に

行った思い出から見つけ出した川への愛着が感じ

られる作品が多くありました。下学年では、体験

をしたことを明るく元気いっぱい描いたもの、見

て感じ取ったことを伸び伸びと描いたものが多く

見られました。上学年では、細かいところまで丁

寧に時間をかけて表現されたものや、配色や構成

が工夫されたもの、にじみやぼかしの技法を取り

入れたもの等、表現力豊かな作品が多く見られま

した。

ポスターでは、見る人の心に響く構図やレイアウ

トなどがよく考えられ、「ふるさとの川をきれい

にしていこう」というメッセージが強く伝わる作

品が多くありました。



２１

福島市立御山小学校 菅藤 文彦

福島市立吉井田小学校 原田 桂子

福島県生活環境部長（代理）水・大気環境課 課長 清野 弘
福島県土木部長（代理）河川計画課 総括主幹兼副課長 角田 禎雄
国土交通省 三春ダム管理所長 佐々木 良浩
国土交通省 摺上川ダム管理所長 三浦 猛
国土交通省 福島河川国道事務所長 丸山 和基

審 査 員

図画とポスターの作品に共通するのは、きれいな

川を大切に思う心でした。「きれいな川を守って

いこう」「川を今よりもきれいにしていこう」と

いう、皆さん一人一人の思いがどの作品からも伝

わってきました。入賞した作品は、こうした感動

や思い、願いが作品全体から強く感じ取ることが

できました。自分の思いをストレートに表現した

作品だからこそ、川への愛着、川を大切にしたい

という思いが、見る人の心に伝わるのだと思いま

す。また、素直な目線や感覚で描かれており、発

達段階に即して一生懸命描いているのが、見る人

の心に感動を与えるのだと思います。

入賞作品は、各地域で展示されたり、川をきれ

いにするＰＲ活動に活用されたりします。きっと、

皆さんが描いた図画やポスターがきっかけとなり、

阿武隈川流域に生活する人々が河川愛護について

もっと興味を持ち、活動してくれたりする人が増

えると思います。

私たちの阿武隈川がいつまでも美しく、私たち

の心に安らぎを与えてくれることを祈り、講評と

いたします。

令和５年12月

審査員代表

福島市立御山小学校 菅藤 文彦

福島市立吉井田小学校 原田 桂子



コンクール概要

この児童図画コンクールは、阿武隈川水系における

河川水質の汚濁対策に係る関係機関相互の連絡調整を

図ることを目的に設置されている、「阿武隈川水系水

質汚濁対策連絡協議会」（以下「水対協」という。）

の行事の一環として毎年実施しているもので、令和5

年で第34回目となりました。この「川に関する」児童

図画の募集は、次世代を担う子供たちに、図画の作成

を通し河川に対する認識を深めて頂くとともに、その

作品を広報活動に活用することによる阿武隈川流域に

生活する方々の河川愛護意識の高揚、さらには「水対

協」が実施する行事について理解を得ること等を目的

とし、福島県の阿武隈川流域の小学生を対象に実施し

たものです。

児童図画募集

児童図画の募集は、令和5年6月9日付けで、本協議

会構成機関である福島県の阿武隈川流域の26市町村を

通じて、管内の小学校に「児童図画」の募集を9月6日

まで行いました。この募集に対し、11市町村の28校よ

り、図画部門164点、ポスター部門126点の合計290点

の応募がありました。

審査基準

1.「題材」として下記の1）～3）が的確に表現され

ていること。

１）川をきれいにしている（するための）川の景

色や日常生活。

２）川をきれいにするための心掛けや願い。

３）美しい川とダムの風景。

2．広報活動等への活用を考慮し、下記の1）～3）

に配慮されていること。

１）視覚的に好感がもてること。

２）すっきりとした配色であること。

３）快活に描かれ誰にでも親しまれること。

３．画材

● 画用紙 四つ切り（３８ｃｍ×５４ｃｍ）

上記の規格外の画用紙に描いた作品は審査対象

としない。

● 色材料 自由ただし、油絵類は除く。

画用紙には「のり」などで紙以外の物を貼り付

けないこと。

４．その他

作品中に商品名や会社名及びアニメーションな

どのキャラクターを描いた作品は審査対象とし

ない。

児童図画の募集及び要領

コンクール概要

児童図画募集

審査基準

２２



２３

審査実施内容 ( 令和５年 1 1 月 1 ０ 日実施）

予備審査

あらかじめ図画・ポスター部門の応募作品からそれぞれ４０点程度の作品を入賞候補作品として選定。予備審査

は審査員のうち次の２名の先生（関係機関以外からの審査員として福島市教育委員会の推薦により委嘱）が担当。

福島市立御山小学校 菅藤 文彦

福島市立吉井田小学校 原田 桂子

本審査

予備審査で選定された入賞候補作品の中から、A部門（図画）・B部門（ポスター）に分けて、選定審査員の協議

により、特選・特別賞・優秀賞の順に選定。

●特選

予備審査で選定された作品から各審査員が入賞候補作品を抽出し、審査員の協議により、特選１点を選定。

●特別賞

特別賞の各賞（福島県生活環境部長賞、福島県土木部長賞、福島河川国道事務所長賞、三春ダム管理所長賞、

摺上川ダム管理所長賞、審査員特別賞）の６点について、各機関の審査員が選定。
●優秀賞

残りの作品の中から優秀賞１０点を審査員の協議により選定。

審査員（関係機関）：福島市立御山小学校 菅藤 文彦

福島市立吉井田小学校 原田 桂子

福島県生活環境部、福島県土木部、福島河川国道事務所、三春ダム管理所、

摺上川ダム管理所

入賞作品内訳
賞 名 A部門(図画) B部門(ポスター) 計

特 選 1 1 2

特

別

賞

福島県生活環境部長賞 1 1 2

福島県土木部長賞 1 1 2

福島河川国道事務所長賞 1 1 2

三春ダム管理所長賞 1 1 2

摺上川ダム管理所長賞 1 1 2

審査員特別賞 1 1 2

優 秀 賞 10 10 20

計 17 17 34

応 募 総 数 164 126 290



図画部門（164名）

２４

児童図画コンクールに応募いただいたみなさん

■福島市　(34名)　■ 水野　優斗 高木　豪汰 宮下　遙翔
小林　真那斗 ■白河市　(15名)　■ 三浦　紗穂 佐々木　優理
五十嵐　惇 野内　瑛有 坂本　里菜 佐藤　七穂
巻野　莉渚 酒井　優羽 坂本　康亮 岡﨑　旭飛
幕田　美空　 大森　咲菜子 高守　陽希 齋藤　彩葉
山下　乃愛 山之内　陽茉莉 板井　ももこ 植田　絢美
成瀬　朱莉 大森　日菜乃 ■田村市　(25名)　■ 菅野　ひまり
菅野　功太 渡邉　真央 白岩　歩叶 ■本宮市　(7名)　■
阿部　楓 冨塚　聖那 早川　真未 池上　弥希
藤原　香穂 菊池　衣里那 安瀨　蒼大郎 大友　悠誠
荒　大和 加藤　紘希 山田　琉 鈴木　葵羽
國分　日彩 野木　直音 管野　龍聖 伊藤　来門
坂野井　蓮愛 小田　陽彩 白岩　愛菜 佐藤　舞羽
阿部　祐希 渡部　鈴乃 石田　祥真 恒𠮷　咲舞
大内　佳暖 早瀨　智哉 橋本　華奈 岩澤　歩寛
菅谷　梨々子 栁沼　湊 本田　悠 ■鏡石町　(6名)　■
片山　暖喜 中本　藍 宗像　聖也 米川　正愛未
髙橋　佑誠 ■須賀川市　(26名)■ 橋本　凰 圓谷　眞優
大久保　柚奈 成内　耀祐 菊地　咲希 大河原　紬
半澤　怜佳 吉田　侑真 上遠野　泰一 根本　大輝
杉浦　ありあ 関根　雪乃 大久保　智香 木暮　彪仁
薄　真理子 木戸　望結 黒木　優成 木暮　悠汰
三浦　隼太 志田　湊 上遠野　莉央 ■矢吹町　(7名)　■
菅野　了寛 鎌田　こころ 小林　桜和 味原　蒼
野崎　花梛 小野　佑月 柳沼　心結 菅沼　夏紬
佐藤　信義 小野　桜子 浦山　咲鳳 滝田　裕人
水沼　優理花 齋藤　海翔 吉田　海翔 大寺　湊人
岩橋　輝真 安藤　紗良 遠藤　琥太朗 佐藤　杏璃
待井　佑菜 尾形　凛々愛 遠藤　花音 満山　大翔
山本　愛々 正木　晴 郡司　晴矢 渡邊 昴
本田　莉乃佳 正木　杏詩 志賀　愛紗 ■三春町　(3名)　■
大河原　愛奈 鈴木　愛哉 古宮　連太郎 黒羽　爽斗
高橋　昴丞 齋藤　彩華 ■伊達市　(21名)　■ 笹川　杏
若松　咲希 森山　彰斗 氏家　茉優奈 阿部　柚希
山井　優奈 井上　奏心 川﨑　結彩

■郡山市　(12名)　■ 熊田　大輝 岡﨑　詩
遠藤　莉子 栁沼　紗菜 岡崎　迅汰
鈴木　瑛太 森山　拓海 加藤　啓佑
坪井　我來 横田　美織 川﨑　奈南
渡邉　萩 深谷　歩生 関根　瑠南
平　果歩 松本　明樹 原田　風香
鈴木　理功 橋本　麗緒奈 齋藤　彩羽
角田　愛翔 伊東　叶向 岡崎　生実
椿原　千尋 國井　佑悟 久米　陽
坂本　陽 ■二本松市　(8名)   ■ 佐藤　絢心
椿原　美咲 平　織沙 萩原　小葉
会田　留唯 梅宮　聖 三浦　琉花



ポスター部門(126名)

２５

■福島市　(25名)　■ 田中　椋 今井　柚妃
藤原　汐里 加古　悠真 先﨑　結来
佐藤　律輝 我妻　冬李也 先﨑　莉星
酒井　ひなた 濵津　陽斗 ■伊達市　(4名)　■
安澤　一華 鈴木　景藏 岡﨑　音
金子　ほたる 佐藤　颯塁 齋藤　一真
山田　渓介 半澤　伍希 宍戸　璃里愛
佐久間　琉生 佐藤　陽斗 引地　澄磨
佐藤　優凪 塩澤　彗人 ■本宮市　(19名)　■
山内　敬介 円谷　愛花 鴫原　さくら
春日　宥人 根本　大樹 渡邊　律香
服部　椋丞 深谷　翔汰 大槻　柊愛
髙木　芽依 吉成　舞央 渡邉　琴葉
幕田　結翔 ■二本松市　(7名)   ■ 渡邊　希来
仁井田　優衣 熊田　あかり 太田　勇斗
五十嵐　友都 星野　莉音 菊地　ひまわり
半澤　史織 野地　吾郷 境田　蒼空
佐藤　瑛祐 鹿野　乃々果 渡邊　一紗
菅野　悠莉 鹿野　佑兼 渡辺　敬志朗
大内　勇毅 大河内　稜介 安達　悠人
安彦　智就 武藤　陽菜 石上　結翔
中島　彩智 ■田村市　(28名)　■ 渡辺　蒼涼
佐藤　朔大朗 酒井　結香 鈴木　夢真
阿部　万里愛 横井　咲希 移川　那美
高橋　輝 佐藤　杏梛 武田　七咲
齋藤　芽衣 渡辺　真佑 佐藤　翔吉

■郡山市　(3名)　■ 熊田　悠之介 渡邊　夏翔
井堀　陽 西尾　研人 渡邊　望
猪股　由貴 花井　蒼汰 ■鏡石町　(6名)　■
渡邉　翔大 土屋　葵 面川　治輝

■白河市　(10名)　■ 佐久間　陽菜 江口　愛子
村田　楓牙 斎藤　介晴 桐原　幸歩
影山　杏花 齊藤　要 大町　泰雅
山田　果凜 郡司　怜聖 岩谷　空愛
邊見　路維 大友　希愛 佐藤　結衣
佐藤　陽太 村越　彩晴 ■矢吹町　(4名)　■
桒原　ゆう 大友　結愛 草野　めい
髙木　すず 吉田　謙心 大寺　湊人
辻　奈々美 鈴木　颯太 百足　琉愛
大倉　佑暉 猪狩　汰斗 会田　蒼矢
佐藤　ひより 菅野　郁杜 ■三春町　(2名)　■

■須賀川市　(18名)■ 石井　雪乃 秋田　玲歩
八木沼　新太 坪井　ひなた 神山　光平
高崎　陽斗 坪井　紗彩
玉田　淳之介 吉田　琉恩
横田　芽 村越　舞桜
瀧川　太朗 佐藤　琉



市町村 小学校
作品数

図画 ﾎﾟｽﾀｰ 全体

福島市
（３校）

御山小学校 ５ ４ ９

吉井田小学校 １１ １５ ２６

桜の聖母学院小学校 １８ ６ ２４

郡山市
（１校） 緑ヶ丘第一小学校 １２ ３ １５

白河市
（３校）

白河第一小学校 ２ １ ３

白河第二小学校 ５ ２ ７

みさか小学校 ８ ７ １５

須賀川市
（５校）

第一小学校 ５ ３ ８

第二小学校 ６ ４ １０

西袋第一小学校 １０ ５ １５

義務教育学校稲田学園 ３ ６ ９

大東小学校 ２ － ２

二本松市
（４校）

二本松南小学校 ６ ３ ９

二本松北小学校 － ２ ２

杉田小学校 １ － １

小浜小学校 １ ２ ３

田村市
（３校）

常葉小学校 ６ ５ １１

船引小学校 １６ ２０ ３６

滝根小学校 ３ ３ ６

市町村 小学校
作品数

図画 ﾎﾟｽﾀｰ 全体

伊達市
（２校）

梁川小学校 ２０ ４ ２４

上保原小学校 １ － １

本宮市
（３校）

本宮まゆみ小学校 ４ １ ５

五百川小学校 ３ ８ １１

白岩小学校 － １０ １０

鏡石町
（２校）

第一小学校 ６ ４ １０

第二小学校 － ２ ２

矢吹町
（１校） 矢吹小学校 ７ ４ １１

三春町
（１校） 三春小学校 ３ ２ ５

全体 ３９小学校 １６４ １２６ ２９０

学年別 １年生 １９ ６ ２５

２年生 ２７ １８ ４５

３年生 ３０ ２２ ５２

４年生 ３１ ４０ ７１

５年生 ２９ １８ ４７

６年生 ２８ ２２ ５０

応募作品数

２６



２７

入賞作品展示会の予定

※展示予定に変更があった場合は、福島河川国道事務所ホームページにてお知らせいたします。

［福島河川国道事務所］http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/

市 町 村
名 展示場所 展示期間

（2024年） 開館時間 備考

福島市
コラッセふくしま
アトリウム（１階ロビー）

1月9日(火)
～ 1月15日(月) 9時～16時 初日は13時から

最終日は13時まで

郡山市
ビッグアイ
市民プラザギャラリー（6階）

1月19日(金)
～ 1月31日(水) 10時～19時 初日は13時から

最終日は13時まで

本宮市 中央公民館 １階 展示ホール
2月2日(金)
～ 2月13日(火) 9時～21時 初日は12時から

最終日は13時まで

福島市
摺上川ダム
インフォメーションセンター

2月15日(木)
～ 2月26日(月) 9時～16時 初日は13時から

最終日は13時まで

田村市 船引公民館 1階ロビー
2月29日(木)
～ 3月11日(月) 9時～17時15分 初日は13時から

最終日は13時まで

白河市 白河市立図書館
3月18日(月)
～ 3月25日(月)

9時～21時
月曜休館

月曜日を除く
初日は13時から
最終日は12時まで

鏡石町 鏡石図書館
4月11日(木)
～ 4月21日(日)

9時～19時
月曜休館

月曜日を除く
初日は13時から

須賀川市 市民交流センター 「tette」
4月25日(木)
～ 5月7日(火) 9時～22時 初日は13時から

最終日は13時まで

二本松市 二本松市役所 １階ロビー
5月9日(木)
～ 5月20日(月) 8時30分～17時15分

土曜・日曜を除く
初日は13時から
最終日は13時まで

伊達市 伊達市役所 シルクホール
5月23日(木)
～ 6月3日(月) 8時30分～20時 初日は13時から

最終日は16時まで

三春町 三春ダム 資料館
6月5日(水)
～ 6月17日(月) 9時～16時30分 初日は13時から

最終日は13時まで

矢吹町 複合施設 ココット
6月19日(水)
～ 6月27日(木)

9時～21時30分
日曜祝日は18時まで

初日は13時から
最終日は13時まで
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阿武隈川を知ろう ! !

★ 阿武隈川の名前の由来

阿武隈川は下流部がU字型に大きく曲がっていることから

『大曲川（おほくまがわ）』と呼ばれていました、それが

やがて『あふくま』になり、さらに変化し『あぶくま』と

呼ぶようになりました。

★阿武隈川の源流と川の長さと大きさ
阿武隈川の源流は、福島県西白河郡西郷村の旭岳です。

福島県中通り地方を北流し、宮城県にまたがり、長さは239km

で、全国では6番目に長い川です。流域は福島県、宮城県、山

形県の３県にまたがり、流域面積5,400k㎡で全国で11番目の大

きさです。

～川ができるには ～
山の地面にしみこんだ雨水は地下を通って源流になります。降った雨や雪どけ水などが流れていくうちに少

しずつ地面をけずり、長い時間をかけて川がつくられます。

★阿武隈川の水の使い道
阿武隈川の水はいろいろなことに利用されています。

水道用水 工業用水 発電用水 農業用水

このように利用されている阿武隈川は私たちの暮らしに無くてはならない大事な川です。
みんなで大切にしましょう。

写真摺上川ダム

★ 阿武隈川の地形の特徴

阿武隈山地と奥羽山脈との間を流れる阿武隈川の流域は、南北に長い羽根状の形をしていて東西からたく

さんの川が合流します。白河、郡山、福島、角田などの盆地付近では緩やかな流れで、盆地と盆地の間では

山と山が迫って谷となり、川の流れが急になっているのが阿武隈川の特徴です。

★ 阿武隈川の名前の由来

★阿武隈川の源流と川の長さと大きさ

★阿武隈川の地形の特徴

★阿武隈川の水の使い道
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○荒川クリーンアップ大作戦

福島市荒川の沿川7地区をそれぞれ一斉に清掃・除草するボランティア活動。

白鳥

★阿武隈川をキレイにする取り組み

みんなの川が（泣）

苦しいよ～

★阿武隈川に住む生き物

阿武隈川にはいろいろな生き物が住んでいます。

ウグイ オイカワ カワセミ

このほかにもたくさんの生き物が住んでいます!！もっと調べてみてね（笑）

近年観賞用などで持ち込まれた動植物（外来種）が自然環境にはなされて、もとから住んでいる動植

物（在来種）や私たち人間に悪影響を与える問題が発生しています。そのため外来種が新たに入ってく

るのを防いだり、駆除する取り組みが各地でとりおこなわれています。

ありがとう（喜）

川は私たち人間だけではなく、さまざまな生き物たちが必要としています！

私たちの気配りや思いやりで川をきれいにすることができます。

川に住む生き物たちのためにもきれいな川を未来へつなげましょう。

★ 阿武隈川に住む生き物

★ 阿武隈川をキレイにする取り組み
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～きれいな川
みんなの宝物～


